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 近年の国土交通行政が置かれている状況は，非常に厳しい状況であり，今まで以上の効率的

な事業執行が必要なってきている．このような状況の中，毎年，洪水が発生すると流域全体か

ら大量の塵芥が遠賀川の最下流に位置する遠賀川河口遠賀川河口堰上流に漂着している状況で

ある．その塵芥を自然の力を活用して効率的且つECOな手法で回収しているので，その現場対応

について報告する．また，流域における塵芥の発生源対策の取り組みについても報告する． 
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1.  はじめに 

 遠賀川流域ではゴミの不法投棄が多く，最下流に位置

する遠賀川河口堰では，毎年洪水により流域全体から大

量の塵芥が漂着している状況である．漂着した塵芥はゲ

ート設備への損傷や河川環境の悪化の原因となる恐れが

あるため迅速に回収し処分を行っている．その大量に貯

まった塵芥の回収方法として，遠賀川河口堰で実施して

いる過去の経験に基づいた水や風の自然の力を活用した

効率的且つECOな現場対応について報告する． 

また，漂着した塵芥は，河口堰が全開操作を実施した

場合には，海岸や漁場におけるゴミ被害が発生し，大き

な課題となっている． 

そこで，流域全体として改善意識の浸透及び改善行動

の実践を一層促していくために実施している様々な取り

組みについても報告する． 
 

2.  ECO塵芥回収方法 

 
(1)   現状と課題 
 洪水時における遠賀川河口堰の操作方法は，下流に塵

芥を極力流出させない方法で実施している． 

一般的な堰では一門ずつ開閉(図-1上)するが，遠賀川

河口堰の場合は，数ゲートに振り分けて操作(図-1下)し，

塵芥を堰上流部に貯留(図-2)させながら，流入量に応じ

て，放流量を調整し，塵芥が極力下流への流出しないよ

うにしている． 

しかし，数年に一度発生する流入量が1800m3/sを超え

て2100 m3/sに達する恐れがある洪水時には河口堰の全て

のゲートの全開操作を実施するため，下流や海洋へ塵

図-1 ゲート操作イメージ図 

塵芥流入状況

塵芥漂着状況

 
図-2 塵芥漂着状況 



図-3 海水浴場塵芥漂着状況 

図-4 塵芥回収量水位（過去10年） 

芥が流出し，漁業や海水浴等(図-3)への影響等，地域の

方々に甚大な被害が，生じている状況である．また，回

収量は，図-4のとおり毎年増加傾向にある． 

 

(2)   塵芥回収方法 
通常の塵芥方法は，塵芥回収船（図-5）により，何度も

往復し回収するというのが一般的であるが，１度に10m3

程度の収集能力であり，塵芥回収に非常に時間を要す

ることとなる． 

図-5 塵芥回収船（クリーンくわがた号） 

そこで，過去の経験と気象データを基に自然の力を

利用したECOな方法での回収方法を実施している．具体

的に回収方法を説明する． 
流入量が約 700m3/s を超えると上流から塵芥が河口堰

に漂着し，堰上流部全面に蓄積される（図-6 Step0）． 

次に，流入量が，100m3/s以下になると回収を開始す

る（図-6 Step1）．河口堰の地理的特徴で，出水期は，

午前中に西風が吹くことが多いため，順次西側のゲート

から閉じ，蓄積されている塵芥を放流する水の力と西風

の力で，塵芥作業ヤードがある東側に塵芥を移動し，東

側の２ゲートの上流側に塵芥を集積する(図-6 Step2)． 

午後になると風が北風に変わることが多いため，風向

きや塵芥の動きに留意し，北風になったことを確認し，

オイルフェンスを設置する(図-6 Step3)． 

最後に東側の２ゲートを閉めて、西側の２ゲートに振

り分けて放流量を確保しながらゴミを上流に誘導し，オ

イルフェンスで，一網打尽にする（図-6 Step4）． 

以上が，水と風の自然力を利用したECOな塵芥回収方
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法である． 

 
(3)  過去の経緯   
 遠賀川河口堰が1980年に完成し，今年で30年である．

今回報告するECOな回収方法は，その長い歴史の中で，

自然条件等を踏まえた結果確立された伝承技術である． 

 

 (4)  効果検証 

ECO な塵芥方法の効果について検証する．回収船等の

設定条件は，表-1のとおりに設定した． 

過去 10 年間の平均塵芥回収量 1920m3を回収する場合

の１年間の所要日数をそれぞれの方法について算出し

た． 

その結果，表-2 のとおり塵芥回収船（クリーンクワ

ガタ号）のみで回収するには、21.9 日必要であるのに

対し，ECO な回収方法は、実績より 2.5 日で回収してお

り，約 20 日程度塵芥回収船の稼働日数を削減している

事となった． 

この塵芥回収船稼働状況より CO２排出削減量 1)につい

て表-3 のとおり算出した結果，CO２排出削減量は，

5355kg- CO２で削減率は，約 89%になる．１年間の削減

量を杉に換算すると382.5本分2)になる． 

また，効率的な塵芥回収方法を意識して実施するこ

とにより，職員や作業業者の水環境やコスト意識等へ

の意識改革にも繋がり，自主的な回収方法の改善提案

や使命感の向上に繋がっており現場全体の向上心に繋

がっていると思われる． 

 

 

3.  今後の改善案 

今後の改善案については，回収方法改善が２点，今

後の異常気象に対する改善が１点，発生源対策が１点

の合計４点の改善を実施する必要があると考えられる． 

１つ目は，洪水末期から塵芥収集方法を取り入れら

れないかの検証が必要である． 

現在，流入量が 100m3/s 以下で，回収を開始している

が，洪水末期のゲート操作の時に西側から順次閉める

ことにより効果的に塵芥の集積及び回収が可能である

（図-7）と考えられるので，今後試行を実施する予定で

ある． 

２つ目は，塵芥回収方法のマニュアル等をとりまと

め，回収精度を向上し，効率的に回収作業が実施でき

るようにする必要がある． 

３つ目は，近年，既往最大の降雨が多発しており，

今後，河口堰に漂着する塵芥量の増加が予測されるた

め，より効率的な回収に向け河口堰上流に塵芥を集積，

回収できる施設の設置を計画している(図-8）． 

河川の中央部まで，フェンスを設置し，塵芥が，ゲ

ートに達する前に塵芥を右岸側に集積する方法である． 

その結果，塵芥によるゲート設備等への負荷や貯水

池環境への影響を軽減するほか，ゲートを全開したと

きに下流への塵芥の流出を極力抑えることができ，海

岸や漁業等への影響を最小限に抑えることができる． 

４つ目は，今まで下流部での処理について述べてき

たが，発生源の対策を実施することが一番効率が良い

ことは，言うまでもなく，早急な流域全体一丸となっ

た発生源対策が必要である．詳細な対策については，

次項で報告する． 

表-1 効果検証に使用した設定件 

表-2 塵芥回収日数所要日数算出結果 

表-3 ECOな方法による年間CO2削減結果 

図-7 ゲート操作改善イメージ 

回収船時速 0.5 km/h
回収量/１回 10 m3

河川幅 0.4 km
平均回収距離 0.2 km

往復 0.4 km

クリーンクワガタ号

平均回収量 1920.4 m3

21.9 日
往復回数 1920.4 ÷ 10 ＝ 192.0 往復
自走距離 192.0 × 0.4 ＝ 76.8 km
自走時間 76.8 ÷ 0.5 ＝ 153.6 時間
回収所要日数 153.6 ÷ 7.0 ＝ 21.9 日

ECOな回収方法（過去５年平均実績） 2.5 日
※回数所要日数算出時の７は、１日稼働時間である。（７時間）

回収船のみの方法

回収船のみの方法

燃料 2274.0 ㍑

総排出量 6006.4 kg-CO2

ECO回収
燃料 246.8 ㍑

総排出量 651.7 kg-CO2

co2削減率 89%
杉換算CO2吸収量 382.5 本分
※杉のCO2吸収量は、約14kg‐CO2/本・1年間



図-8 塵芥回収施設計画図 

図-9 春の一斉清掃実施状況 

図-10 リーダーサミット開催状況 

 

4.  流域での発生源対策 

 遠賀川流域では，河川への関心が高く，現在約 80

の多くの河川愛護団体等が活動しているが，ゴミの不法

投棄が多く，先に紹介したとおり洪水後には，大量のゴ

ミが河口堰や芦屋海岸まで流れ着いている現状であり，

流域全体でのゴミ縮減が必要であると考えている． 

遠賀川河川事務所では，ゴミ縮減の取り組みとして，

CCTV等を活用した不法投棄の監視体制の強化や不法投棄

を発見した場合に警察へ通報，記者発表を実施している

ほか，地域住民に堤防除草，河川パトロール等を委託す

る地域協働管理の実施により地域住民の意識向上を図っ

ている． 

 また，流域自治体と住民が一体となった取り組みを行
うため，流域自治体首長による「I LOVE 遠賀川 流域
リーダーサミット」を 2007 年度，2009 年度に開催し，
遠賀川の水質改善・ゴミ対策について議論いただいた． 

 2007年度のリーダーサミットの議論を踏まえ，２００

９年から遠賀川水系水質汚濁防止連絡協議会加盟の全機

関で「春の遠賀川一斉清掃」の取り組みを実施している

（図-9 実施状況）．2009 年は約 15000 人が参加し，55

トンのごみを回収し，2010 年は約 7500 人が参加し、30t

のゴミを回収した 

 2009 年のリーダーサミット（図-10）において，「流

域 22 市町村が環境美化に向けた流域自治体共通の条例

制定が早急に必要」との提言を受け，今後条例策定に向

け流域自治体，住民団体と調整を図る予定である． 

 

 

5.  おわりに 

 

 今回報告した塵芥の回収方法は長年の経験により確立

された伝統工法であり，この手法を確実に引き継ぐとと

もに，近年の厳しい予算状況を踏まえ，より効率的且つ

ECO な方法を検討していき，日々改善案を模索していく

考えである． 

 また，流域全体の取り組みとして発生するゴミを削減

する事が重要な課題であると考え，今後流域自治体との

協議を進めていく所存である． 
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